
 

 

前回に引き続き、損益分岐点を求める事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔設問１〕は、フランクフルトとソフトドリンク１本ずつ売った場合の売上が 400円、仕入原価は 250円なので、粗利益は

150円になります。固定費の 30,000円を粗利益 150円で割ると、30,000÷150＝200 で、200本ずつ売ったときの

売上高が損益分岐点売上高になります。（250＋150）×200＝80,000 80,000円が答です。 

〔設問２〕は、フランクフルトの売上から得られる粗利益は、1本あたり 100円なので、100×250＝25,000 で、

25,000円になります。固定費 30,000円との差額は 30,000-25,000＝5,000 で、5,000円になり、ソフトドリンクの

売上 1本あたりの粗利益 50円で割ると、5,000÷50＝100 で、100本が答です。 

 

上記のケースでは学園祭期間だけの販売になるため、できるだけ売れ残りを出さないように「値引き」して販売することがあり

ます。スーパーなどで、翌日に販売できない弁当や総菜には、夕方になると値引きシールが貼られるのも同じ理屈です。値引き

した場合、仕入原価は変わりませんので、粗利益が値引き分減少する理屈になることを理解しておきましょう。 

 

さて、費用についてですが、「固定費」「変動費」の他にも「販売直接費」「販売間接費」という分類の仕方があります。「販

売直接費」は、特定の売上に直接対応し、売上に比例して発生する費用のことで、「販売間接費」は、販売に直接は対応し

なくても、販売活動を支える費用のことで、複数の製品やサービスに共通して必要となるもの（ex.広告宣伝費、外注費な

ど）が該当します。 

 

今回は、ホテルのクリスマス･ディナーの販売を促進するために企画されるディナーショーをケーススタディにして損益分岐点を

計算してみましょう。 
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教育機関ならびに企業のご担当者さまへ 

ビジネス教育を行う背景や学習の様子、指導のポイントなどを紹介しています。  

バックナンバーを 

公式サイト掲載中 
身近な具体事例をイメージすることで「損益分岐点」の理解を図る －２ 

 

 



 

 

 

 

  まず、クリスマス･ディナー（料理･飲物）については、参加人数に比例して原材料費も増減しますので、販売直接費にな

り、変動費に分類されます。一方、イベント企画会社に支払うショー関連費用については、参加人数には比例せず、ディナー

の販売活動を支援する販売間接費になり、固定費に分類されます。 

つまり、一人でも参加があればディナーについては粗利益が出ますが、ショー関連の費用を回収するためには何人の参加が

必要かを、分けて計算することになります。 

参加料金 30,000円のうち、ショー関連の売上としては 20,000円が該当し、関連費用の回収に充てられることになるの

で、何人の参加で費用の総額 4,000,000円に達するかを計算すればよいわけです。 

4,000,000（円）÷20,000（円）＝200（人） 200人 が答です。 

 

ここで終わらせず、学校の授業や社内研修では、リアルな視点から応用課題を設定して演習すると、より楽しく理解を深め

る学習ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画立案の段階では、過去のデータや経験などを参考にして試算をしますが、必ずしも意図した通りに集客できるわけでは

ありません。上記課題のように、当初計画の修正を余儀なくされることも想定し、二の矢、三の矢を放てるよう計画に盛り込ん

でおく必要があるのです。 

 どうすればコスパを高め、効率よく売上を伸ばせるかを追求しがちですが、それによって企画の魅力や質が低下しては本末転

倒です。本当に良い「モノ」や、ワクワクする「コト」であれば、お客さまは高価格でも納得して購入や予約をするという事例もあり

ます。 

計算して答を出すだけでなく、条件を変えてシミュレーションすることを習慣にしていけば、企画立案の際にバリエーションの幅

が広がります。ぜひ実践していきましょう。                                                                             

                                     （元 金沢星稜大学女子短期大学部教授 山本 航） 
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★2026年版公式テキスト発売開始。 

留学生向けテキストや公式問題集は、    
2月下旬までに発売予定。 

〔例題〕 あるホテルで、人気アーティストのＡさんを招いてクリスマス･ディナーショーを開催します。 

 ・参加料金：30,000円／人 ＊内訳 ショー：20,000円 料理･飲物：10,000円  

 ・費用：イベント企画会社 4,000,000円（出演料、運営委託費、広告宣伝費など） 

 企画全体の損益分岐点となる参加人数は何人になるでしょうか？ 

演習課題例 

１）開催 2日前までの申し込みでは参加予約が 190人しかなく、急きょ 10,000円値引き（料理･飲物は同じ内容）し

て、社員やアルバイト関係者の紹介予約を呼びかけることになった。この呼びかけで何人以上の申し込みがあればショー関連費

用を回収できるか？ 

２）ディナーショーの席数上限は３００席で、ホテル宿泊者のディナーショー参加料金を 5,000円値引きして販売したとこ

ろ、予定していた宿泊者分 100席が早々に完売した。一般客の申し込みが何人以上でショー関連費用を回収できることにな

るか？ 

３）ディナー（料理･飲物）の原価率を 30％とし、上記２）の設定で満席になった場合、ディナーとショーを合わせた粗利益

はいくらになるか？ 

４）当日はドリンク類のみ、追加 1杯 1,000円（原価率 20％）で注文を受ける。追加分の粗利益が 100,000円を超

えたら、関係スタッフ（アルバイト含む）に大入袋（祝儀）が配られることになった。何杯の注文で大入袋が配られることになる

か？ 

 


